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はじめに

2024年６月に成立した改正建設業法では、建設技能者の処遇改善に向けた制度が整備

されました。これを受け、中央建設業審議会において「労務費に関する基準」が検討さ

れ、2025年12月２日に同基準が勧告されました。

2025年12月施行の改正建設業法第20条では、建設業者が建設工事の請負契約を締結

しようとするときは、工事内容に応じた材料費、労務費その他の施工に必要な経費の内

訳等に加え、工事の工程ごとの作業およびその準備に必要な日数等を記載した見積書を

作成するよう努めなければならないこととされています。

国土交通省では、「労務費に関する基準」の趣旨を踏まえ、建設技能者の処遇改善に

向け、労務費、法定福利費、建退共掛金、安全衛生経費等の必要経費を適切に見積書へ

反映するとともに、その内容を尊重した適正な価格協議など、新たな商慣行の定着を推

進しています。

当協会では、このような制度改正の趣旨を踏まえ、圧入工事に関する見積書において、

施工に必要な経費の適正な計上および内訳明示を促進し、その内容に基づく適正な価格

協議および価格形成に資するため、「圧入工事の標準見積書様式」を作成しました。

本ガイドは、その様式を用いた見積書の作成方法を解説するものです。
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料率 金額(税抜)

1.050% 27,965

4.925% 131,170

0.810% 21,573

9.150% 243,697

0.360% 9,588 1. 法定福利費合計(税抜)

0.115% 3,063 437,056

単価(円/人･日) 充当日数(人･日) 2. 建退共掛金合計(税抜)

320 TRUE 0

① 個別積み上げ計上分

数量 単位 単価(税抜) 金額(税抜)

2 枚 3,000 6,000

2 個 2,000 4,000

小計 10,000

② 経費率計上分

労務費 安全衛生経費率

2,663,360 1.55% 51,28241,282

1. 法定福利費明細書（現場労働者に関する雇用保険、健康保険、介護保険、厚生年金保険、子ども･子育て拠出金及び子ども･子育て支援金に係る法定の事業主負担額）

2. 建退共掛金明細書（建設業退職金共済制度の掛金）

3. 安全衛生経費明細書（労働安全衛生法等に基づく労働災害防止対策に必要な経費）

名称

金額(税抜)

保護メガネ

防塵マスク

内訳明示経費の明細書 No.012345

金額(税抜)

0

2,663,360

労務費名称

子ども･子育て支援金

厚生年金保険料

介護保険料

健康保険料

雇用保険料

3. 安全衛生経費合計(税抜)

①＋②

工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費の明細書

子ども･子育て拠出金

元請等が証紙等購入

費目 工種 種別 数量 単位 金額(税抜) 労務費 比率

直接工事費 油圧圧入引抜工 鋼矢板圧入 100 枚 9,798,900 2,159,920 22.0%

据付・解体 1 回 479,085 129,920 27.1%

　小計① 10,277,985

油圧圧入引抜工 鋼矢板引抜 100 枚 867,300 341,040 39.3%

据付・解体 1 回 66,755 32,480 48.7%

　小計② 934,055

直接工事費計 11,212,040

材料費

材料費計 0

共通仮設費 運搬工 機械運搬費（圧入時） 1 往復 100,000

機械運搬費（圧入時） 1 往復 240,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

共通仮設費計 500,000

諸経費 現場管理費 法定福利費 437,056

建退共掛金 0

安全衛生経費 51,282

一般管理費 1 式 1,121,204

諸経費計 1,609,542

80,000

80,000

100,000 （浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

240,000

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ（11ｔ車×1台）

圧入機本体（11ｔ車×1台）

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ・ﾊﾟｲﾙｵｰｶﾞ・ｳｴｲﾄ（11ｔ車×3台）

圧入機本体（15ｔ車×1台）

直接工事費計の10%

安全衛生経費明細書

合計金額(税抜) 13,321,582 2,663,360労務費合計

1,121,204

摘要

内訳明細書 第1表

内訳明細書 第2表

内訳明細書 第4表

内訳明細書 第3表

工 事 費 内 訳 書
単価(税抜)

97,989

479,085

66,755

8,673

規格

No.012345

0.8

日数

0.2

2.1

Ⅲ型　L=10.0m　圧入長=9.0m（ｵｰｶﾞ併用圧入） 13.3

油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

油圧式杭圧入引抜機（普通鋼矢板用）

Ⅲ型　L=10.0m　引抜長=9.0ｍ

小計①＋②

建退共掛金明細書

法定福利費明細書

（浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

行挿入 数式の再設定

御中

 工 事 名 称 株式会社 ○○建設

 工 事 場 所 東京都港区○○○○○○○○○○○○

 取 引 条 件  TEL 03ｰ0000-0000

 有 効 期 限  FAX 02ｰ0000-0000

 下記の通り御見積り申し上げます。

 本見積書は、(一社)全国圧入協会発行のJPA標準見積書様式に準拠して作成しています。

※工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費

51,282

0

437,056

2,663,360

0

500,000

1,609,542

11,212,040

金額（税抜）

 工事費合計金額（税抜）

 直接工事費

 諸経費

 共通仮設費

 材料費※

 うち 労務費※

 うち 建退共掛金※

 うち 安全衛生経費※

工事費合計金額（税抜）

内訳

¥13,321,582 -

備考

○○建設株式会社

No.012345

2026年9月10日

御 見 積 書

〇年〇月〇日

○○○○○○

○○工事

 うち 法定福利費※

13,321,582

担 当

PDF保存

法定福利費、建退共掛金、
安全衛生経費を算出するシート

安全衛生経費率を算出するシート

見積書の表紙となるシート 施工条件や特記事項を記載
するシート

内訳ごとの施工単価、労務費を
算出するシート
※複製して内訳を追加できます

内訳ごとに数量･単価･金額を
集計するシート

プルダウンリストを設定するシート

プルダウンリスト設定

対象シート名

列記号 B C D Ｅ Ｈ Ｌ Ｂ Ｃ G J

項目名 費目 工種 種別 規格 単位 摘要 名称 仕様 項目 単位

範囲名 ▼③B費目 ▼③C工種 ▼③D種別 ▼③Ｅ規格 ▼③Ｈ単位 ▼③Ｌ摘要 ▼④Ｂ名称 ▼④Ｃ仕様 ▼④G項目 ▼④J単位

直接工事費 油圧圧入引抜工 鋼矢板圧入 Ⅱ型　L=0.0m　圧入長=0.0m 枚 内訳明細書 第1表 機械損料 油圧式杭圧入引抜機（普通鋼矢板用） 機械費 枚/日

材料費 重機/分解・組立工 鋼矢板引抜 Ⅲ型　L=0.0m　圧入長=0.0m 本 内訳明細書 第2表 労務費 油圧式杭圧入引抜機（広幅鋼矢板用） 労務費 本/日

共通仮設費 運搬工 据付・解体 Ⅳ型　L=0.0m　圧入長=0.0m 回 内訳明細書 第●表 燃料費 油圧式杭圧入引抜機（ﾊｯﾄ形鋼矢板900mm用） 軽油 台/日

諸経費 現場管理費 　小計① ⅤL型　L=0.0m　圧入長=0.0m 式 出張手当、宿泊経費等 諸雑費 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用） 式/日

一般管理費 　小計● ⅥL型　L=0.0m　圧入長=0.0m ton 法定福利費明細書 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･広幅鋼矢板用） 人/日

－ 直接工事費計 Ⅱw型　L=0.0m　圧入長=0.0m 台 建退共掛金明細書 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･ﾊｯﾄ形鋼矢板900mm用） ℓ/日

Ⅲw型　L=0.0m　圧入長=0.0m ％ 安全衛生経費明細書 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（25ｔ吊） 式

材料費計 Ⅳw型　L=0.0m　圧入長=0.0m 箇所 直接工事費計の●% ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（50～51ｔ吊） ％

10H型　L=0.0m　圧入長=0.0m 〃 労務費合計の●% 土木一般世話役 常用

機械運搬費（圧入時） 25H型　L=0.0m　圧入長=0.0m 往復 特殊作業員

機械運搬費（引抜時） 45H型　L=0.0m　圧入長=0.0m 常用 とび工

共通仮設費計 50H型　L=0.0m　圧入長=0.0m 普通作業員

※圧入機械名称記載 特殊運転手

法定福利費 油圧式杭圧入引抜機（普通鋼矢板用） 溶接工

建退共掛金 油圧式杭圧入引抜機（広幅鋼矢板用） 上記合計金額の●%

安全衛生経費 油圧式杭圧入引抜機（ﾊｯﾄ形鋼矢板900mm用）

諸経費計 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

－ 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･広幅鋼矢板用）

ｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･ﾊｯﾄ形鋼矢板900mm用）

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 圧入機本体（15ｔ車×1台）

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ・ﾊﾟｲﾙｵｰｶﾞ・ｳｴｲﾄ（11ｔ車×3台）

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 圧入機本体（11ｔ車×1台）

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ（11ｔ車×1台）

●ｔ吊

低床ﾄﾚｰﾗｰ×1台

高床ﾄﾚｰﾗｰ×1台

●ｔ車×1台

④内訳明細③工事費内訳

範囲名の再定義 対象シートの入力規則の再設定

セル挿入

セル削除

自社の安全衛生経費率の算出表 2026年7月8日

１．算出条件 株式会社 ○○建設

15 人

20 人

30,000 円/人･日

240 日

２．自社の年間安全衛生経費

区分 備考
単価

(税抜)

単価/人･年

(税抜)
人数

金額

(税抜)
算出方法

耐用年数3年 4,000 1,333 15 20,000 単価÷耐用年数×ⓐ技能者数

耐用年数3年 20,000 6,667 15 100,000 　〃

交換頻度年1回 1,000 1,000 15 15,000 単価×交換頻度×ⓐ技能者数

交換頻度年2回 8,000 16,000 15 240,000 　〃

交換頻度年1回 10,000 10,000 15 150,000 　〃

交換頻度3年に1回 14,000 4,667 15 70,000 　〃

交換頻度3年に1回 12,000 4,000 15 60,000 　〃

交換頻度2年に1回 6,000 3,000 15 45,000 　〃

サーマバンド、耐用年数2年 5,000 2,500 15 37,500 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

年間購入数3本 6,500 19,500 ― 19,500 単価×年間購入数

年間購入数3箱 20,000 60,000 ― 60,000 　〃

１人当り年間費用 1,000 1,000 15 15,000 １人当り年間費用×ⓐ技能者数

受診頻度年に1回 5,500 5,500 7 38,500 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度年に1回 10,500 10,500 8 84,000 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度3年に1回 3,500 1,167 15 17,500 単価×受診頻度×ⓐ技能者数

受診頻度6ヶ月毎 3,500 7,000 15 105,000 　〃

単価は年間総費用 100,000 5,000 15 75,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

8,500 8,500 1 8,500 単価×対象人数（直接入力）

8,500 8,500 1 8,500 　〃

22,500 22,500 1 22,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う作業の業務に係る特別教育 8,500 8,500 1 8,500 　〃

15,000 15,000 1 15,000 　〃

100,000 100,000 1 100,000 　〃

単価は年間総費用 120,000 120,000 ― 120,000

5,000 5,000 1 5,000 単価×対象人数（直接入力）

単価は年間更新料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間利用料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間総費用 240,000 12,000 15 180,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

1,669,500

３．自社の年間安全衛生経費率 

111,300円

7,200,000円

1.55% 

ストレスチェック（システム利用料＋認証装置＋レポート）

CCUS更新料

建設工事に従事する労働者に対する安全衛生教育

職長・安全衛生責任者教育

ⓔ 自社の年間安全衛生経費合計(税抜)

新入社員研修（受入教育、マナー研修、資格取得等）

 ⓒ 1人日当たりの技能者の労務費

 ⓑ 従業員総数

 ⓐ 技能者数

危険予知訓練（KYT）

空調服（上下1セット）

作業着（上下1セット）

溶接ヒューム健診（アーク溶接作業者）

じん肺健診（粉塵作業者）

法定健診（34歳以下）

名称

暑熱リスク把握用ウェアラブル端末

 ⓓ 年間勤務日数

安全パトロール

安全書類関係

衛生

CCUS登録料

安全パトロール経費（交通費、宿泊費、レンタカー代など）

粉じん作業特別教育

足場の組立て等特別教育

産業医委託料

グリーンサイト（システム利用料）

酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育

アーク溶接等の業務に係る特別教育

分類

安全衛生保護具

安全衛生対策品

健康管理

トラチョッキ

生活習慣病予防健診※協会けんぽ（35歳以上、会社負担分）

空調服（機器）

フルハーネス・安全帯

自社の安全衛生経費率 技能者1人あたりの年間安全衛生経費 ÷ 技能者1人あたりの年収

ⓔ自社の年間安全衛生経費合計(税抜) ÷ ⓐ技能者数

ⓒ1人日当たりの技能者の労務費 × ⓓ年間勤務日数

個

々

の

技

能

者

に

係

る

も

の

全

現

場

に

係

る

も

の

（

安

全

教

育

費

　

　

　

　

　

安

全

衛

生

パ

ト

ロ

ー

ル

な

ど

）

安全教育

（資格・講習）

技能者1人あたりの年間安全衛生経費(税抜)

技能者1人あたりの年収

ヘルメット

熱中症対策品（水、ポカリ・飴・・）

油吸着シート

消火器

安全靴

防寒着（上下1セット）

メンタルヘルス

圧入工事の標準見積書様式は、以下の７種類のシートで構成されています。

シート構成

①見積書(鑑)

【特記事項】

1. 本見積書は、最大N値150の砂礫層へのｵｰｶﾞ併用圧入として作成しています。

2. 施工に支障となる上空・地表・地中障害物は事前調査を行い、移設・撤去願います。

3. 玉石や転石等が発生した際には、別途協議願います。

4. 初期圧入時の反力架台設置場所は水平堅固な状態にて整地確保願います。

5. 重機（ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ50～51ｔ吊・15ｔ積ﾄﾗｯｸ）・材料等の搬入路および作業ﾔｰﾄﾞを確保願います。

6. 工事用水は支給願います。（オーガ洗浄等に使用）

7. 圧入法線上の布堀り（幅2m×深さ１m）を事前に願います。

8. ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝは現場内留め置き可能なものとし、日々の回送は見込んでおりません。

9. 設計変更等による、数量の増減及び見積外工事が発生した場合は別途協議願います。

10. 近隣等からの苦情や他工種の影響により、一定の期間において機械拘束が発生した場合は別途協議願います。

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

無償支給

施工中は当社にて管理

作業時間 8:00 ～ 17:00

基本測量 ○ ―

施工完了後の削孔穴の埋戻し ― ○

○

施工精度管理（圧入完了後） ○ ―

工事記録（写真・動画）

見 積 条 件 明 示 書

休日 （お盆休暇：8/10～8/14　　　　　　　　）

仮設建物

現場事務所 備考：

No.012345

項目 貴社 当社 備考項目

休　憩　所

貴社 当社

駐　車　場 備考： 車両2台

備考：

備考

仮設工事（防音対策等） ○ ―

仮設工事（防音対策等）／材料 ○ ―

車両場内誘導 ― ○

残土・泥土処分 ○ ―

泥水処理 ○ ―
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○ ―
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土曜日 日曜日 祝日 その他

有 無

有 無

有 無

②見積条件 ③工事費内訳

⑤明示経費 参考)安全衛生経費率

名称 項目 単位 単価(税抜) 金額(税抜)
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労務費 労務費 人/日 34,400 34,400

労務費 人/日 30,700 30,700

労務費 人/日 33,100 66,200

労務費 人/日 31,100 31,100

燃料費 軽油 ℓ/日 149 25,479

軽油 ℓ/日 149 19,072

諸雑費 ％ 622,810 112,106

734,916 円/日

種別･規格 鋼矢板圧入　Ⅲ型　L=10.0m　圧入長=9.0m（ｵｰｶﾞ併用圧入）

１日当たりの施工量 97,989 円/枚

162,400 円/日

とび工

特殊作業員

油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

特殊運転手

上記合計金額の18％

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（50～51ｔ吊）

土木一般世話役

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（50～51ｔ吊）

　〃
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　〃

　〃

　〃

公共工事設計労務単価（東京都）より引用
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1
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建設機械等損料算定表より引用油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）
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④内訳明細1～4

マスタ
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御中

 工 事 名 称 株式会社 ○○建設

 工 事 場 所 東京都港区○○○○○○○○○○○○

 取 引 条 件  TEL 03ｰ0000-0000

 有 効 期 限  FAX 02ｰ0000-0000

 下記の通り御見積り申し上げます。

 本見積書は、(一社)全国圧入協会発行のJPA標準見積書様式に準拠して作成しています。

※工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費

51,282

0

437,056

2,663,360

0

500,000

1,609,542

11,212,040

金額（税抜）

 工事費合計金額（税抜）

 直接工事費

 諸経費

 共通仮設費

 材料費※

 うち 労務費※

 うち 建退共掛金※

 うち 安全衛生経費※

工事費合計金額（税抜）

内訳

¥13,321,582 -

備考

○○建設株式会社

No.012345

2026年9月10日

御 見 積 書

〇年〇月〇日

○○○○○○

○○工事

 うち 法定福利費※

13,321,582

担 当

PDF保存

ご利用にあたって

本様式は、国土交通省「土木工事積算基準」に準拠して作成しており、例示にあたり、

各単価は以下の資料を参考に設定しています。

機械損料：建設機械等損料表

労務費：公共工事設計労務単価（東京都）

燃料費：建設物価（東京都）

ご利用にあたっては、自社の基準や実情に応じて適宜修正のうえ、ご活用ください。

黄色セルは入力・編集箇所です。印刷すると黄色セルがそのまま印字されますので、

提出用データを作成する場合は、「PDF保存」ボタンをご使用ください。

①見積書(鑑)
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御中

 工 事 名 称 株式会社 ○○建設

 工 事 場 所 東京都港区○○○○○○○○○○○○

 取 引 条 件  TEL 03ｰ0000-0000

 有 効 期 限  FAX 02ｰ0000-0000

 下記の通り御見積り申し上げます。

 本見積書は、(一社)全国圧入協会発行のJPA標準見積書様式に準拠して作成しています。

※工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費

51,282

0

437,056

2,663,360

0

500,000

1,609,542
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金額（税抜）

 工事費合計金額（税抜）

 直接工事費
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工事費合計金額（税抜）

内訳

¥13,321,582 -

備考

○○建設株式会社

No.012345

2026年9月10日

御 見 積 書

〇年〇月〇日

○○○○○○

○○工事

 うち 法定福利費※

13,321,582

担 当

PDF保存

①見積書(鑑)

内訳明示について

本様式では、建設業法第20条第１項等により見積書において内訳明示することとされ

ている経費について、以下の算出方法により見積書(鑑)へ明示しています。

③工事費内訳シートで算出

※１日当たりの労務費は、④内訳明細シートで算出

労務費＝１日当たりの労務費×日数

③工事費内訳シートで算出

材料費＝数量×単価

⑤明示経費シートの法定福利費明細書で算出

法定福利費＝労務費×料率

安全衛生経費＝数量×単価の積み上げ計上分＋経費率計上分

⑤明示経費シートの安全衛生経費明細書で算出

※安全衛生経費率は、参考)安全衛生経費率シートで算出

⑤明示経費シートの建退共掛金明細書で算出

建退共掛金＝単価×人工
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費目 工種 種別 数量 単位 金額(税抜) 労務費 比率

直接工事費 油圧圧入引抜工 鋼矢板圧入 100 枚 9,798,900 2,159,920 22.0%

据付・解体 1 回 479,085 129,920 27.1%

　小計① 10,277,985

油圧圧入引抜工 鋼矢板引抜 100 枚 867,300 341,040 39.3%

据付・解体 1 回 66,755 32,480 48.7%

　小計② 934,055

直接工事費計 11,212,040

材料費

材料費計 0

共通仮設費 運搬工 機械運搬費（圧入時） 1 往復 100,000

機械運搬費（圧入時） 1 往復 240,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

共通仮設費計 500,000

諸経費 現場管理費 法定福利費 437,056

建退共掛金 0

安全衛生経費 51,282

一般管理費 1 式 1,121,204

諸経費計 1,609,542

80,000

80,000

100,000 （浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

240,000

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ（11ｔ車×1台）

圧入機本体（11ｔ車×1台）

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ・ﾊﾟｲﾙｵｰｶﾞ・ｳｴｲﾄ（11ｔ車×3台）

圧入機本体（15ｔ車×1台）

直接工事費計の10%

安全衛生経費明細書

合計金額(税抜) 13,321,582 2,663,360労務費合計

1,121,204

摘要

内訳明細書 第1表

内訳明細書 第2表

内訳明細書 第4表

内訳明細書 第3表

工 事 費 内 訳 書
単価(税抜)

97,989

479,085

66,755

8,673

規格

No.012345

0.8

日数

0.2

2.1

Ⅲ型　L=10.0m　圧入長=9.0m（ｵｰｶﾞ併用圧入） 13.3

油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

油圧式杭圧入引抜機（普通鋼矢板用）

Ⅲ型　L=10.0m　引抜長=9.0ｍ

小計①＋②

建退共掛金明細書

法定福利費明細書

（浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

行挿入 数式の再設定③工事費内訳

③工事費内訳シートの概要

③工事費内訳シートは、本様式の中心となるシートです。工事費は、下図の４費目で

構成しています。黄色セルの各項目を入力後、「数式の再設定」をクリックすることで、

白色セルに数式が自動設定され、工事費合計金額および労務費合計を算出できます。

なお、労務費合計は、⑤明示経費シートの算定基礎となります。

直接工事費

材料費

共通仮設費

諸経費

工事費合計金額 労務費合計

※破線は算出の流れを示します。
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費目 工種 種別 数量 単位 金額(税抜) 労務費 比率
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直接工事費 油圧圧入引抜工 鋼矢板圧入 100 枚 9,798,900 2,159,920 22.0%

据付・解体 1 回 479,085 129,920 27.1%

　小計① 10,277,985

油圧圧入引抜工 鋼矢板引抜 100 枚 867,300 341,040 39.3%

据付・解体 1 回 66,755 32,480 48.7%

　小計② 934,055

直接工事費計 11,212,040

材料費

材料費計 0

共通仮設費 運搬工 機械運搬費（圧入時） 1 往復 100,000

機械運搬費（圧入時） 1 往復 240,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

機械運搬費（引抜時） 1 往復 80,000

共通仮設費計 500,000

諸経費 現場管理費 法定福利費 437,056

建退共掛金 0

安全衛生経費 51,282

一般管理費 1 式 1,121,204

諸経費計 1,609,542

80,000

80,000

100,000 （浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

240,000

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ（11ｔ車×1台）

圧入機本体（11ｔ車×1台）

ｴﾝｼﾞﾝ式ﾕﾆｯﾄ・ﾊﾟｲﾙｵｰｶﾞ・ｳｴｲﾄ（11ｔ車×3台）

圧入機本体（15ｔ車×1台）

直接工事費計の10%

安全衛生経費明細書

合計金額(税抜) 13,321,582 2,663,360労務費合計

1,121,204

摘要

内訳明細書 第1表

内訳明細書 第2表

内訳明細書 第4表

内訳明細書 第3表

工 事 費 内 訳 書
単価(税抜)

97,989

479,085

66,755

8,673

規格

No.012345

0.8

日数

0.2

2.1

Ⅲ型　L=10.0m　圧入長=9.0m（ｵｰｶﾞ併用圧入） 13.3

油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

油圧式杭圧入引抜機（普通鋼矢板用）

Ⅲ型　L=10.0m　引抜長=9.0ｍ

小計①＋②

建退共掛金明細書

法定福利費明細書

（浦安市⇔品川区）

（浦安市⇔品川区）

行挿入 数式の再設定

摘要欄には、対応する④内訳明細シートの

末尾番号を用いて、以下のように記載します。

例）④内訳明細1→ 内訳明細書 第1表

プルダウンリストは

手入力も可能です。

③工事費内訳シートの書き方 その１

直接工事費のように、④内訳明細シートを基に金額・日数・労務費等を算出する場合

の手順は、下図の１～３となります。

３ 「数式の再設定」をクリックする。

※摘要欄で④内訳明細シートを指定しない場合、

「数式の再設定」をクリックすると、下図のように単価入力用の黄色セルが表示されます。

１ 各項目を入力する。 ２ ④内訳明細シートを指定する。

指定した④内訳明細シートを基に、各項目が算出されます。

 ・単価 ＝④内訳明細シートの単位施工量当たりの単価
 ・金額 ＝数量×単価
 ・日数 ＝数量÷④内訳明細シートの１日当たりの施工量
 ・労務費＝日数×④内訳明細シートの１日当たりの労務費
 ・比率 ＝労務費÷金額

③工事費内訳
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③工事費内訳シートの書き方 その２

そのほかの「数式の再設定」機能は、下図のとおりです。

なお、項目行を追加する場合は、数式の設定を保持するため「行挿入」ボタンをご使

用ください。項目行を削除する場合は、Excel標準の削除機能をご使用ください。

種別の「小計」に関する項目は、自動でナンバリングされます。Ａ

摘要欄が「直接工事費計の10％」または「労務費合計の5％」の場合、
単価には記載された割合を用いた数式が設定されます。

Ｃ

種別が「法定福利費」「建退共掛金」または「安全衛生経費」
の場合、金額には⑤明示経費シートへの参照が設定されます。

Ｂ

③工事費内訳
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名称 項目 単位 単価(税抜) 金額(税抜)

機械損料 機械費 台/日 318,860 318,860

機械費 台/日 96,999 96,999

労務費 労務費 人/日 34,400 34,400

労務費 人/日 30,700 30,700

労務費 人/日 33,100 66,200

労務費 人/日 31,100 31,100

燃料費 軽油 ℓ/日 149 25,479

軽油 ℓ/日 149 19,072

諸雑費 ％ 622,810 112,106

734,916 円/日

種別･規格 鋼矢板圧入　Ⅲ型　L=10.0m　圧入長=9.0m（ｵｰｶﾞ併用圧入）

１日当たりの施工量 97,989 円/枚

162,400 円/日

7.5 枚/日 １枚当たりの単価

１日当たりの労務費

金額合計(税抜)

18.0

128.0

171.0

No.012345内訳明細書〔第１表〕 圧入工　１日当たりの施工費用

数量

1

備考

建設機械等損料算定表より引用油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

仕様

1

2

1

1

1 　〃　　　　　　　　　　　　（労務費含まず）

国土交通省土木工事積算基準に準拠

　〃

　〃

　〃

公共工事設計労務単価（東京都）より引用

　〃

建設物価より引用

土木一般世話役

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（50～51ｔ吊）

上記合計金額の18％

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（50～51ｔ吊）

とび工

特殊作業員

油圧式杭圧入引抜機（硬質地盤専用･普通鋼矢板用）

特殊運転手

④内訳明細シートの書き方

④内訳明細シートでは、機械損料、労務費、燃料費等から１日当たりの施工費用およ

び１日当たりの労務費を算出します。また、入力した１日当たりの施工量を基に、単位

施工量当たりの単価を算出します。これらの値は、③工事費内訳シートの金額、日数お

よび労務費の算出に使用されます。

③工事費内訳シートで指定した
種別・規格が表示されます。 １日当たりの施工量

※本シートを複製する場合は、③工事費内訳シートの摘要欄との連携のため、

シート名の末尾を半角数字としてください。例）④内訳明細5、④内訳明細6

④内訳明細

１日当たりの施工費用

単位施工量当たりの単価

１日当たりの労務費
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料率 金額(税抜)

1.050% 27,965

4.925% 131,170

0.810% 21,573

9.150% 243,697

0.360% 9,588 1. 法定福利費合計(税抜)

0.115% 3,063 437,056

単価(円/人･日) 充当日数(人･日) 2. 建退共掛金合計(税抜)

320 TRUE 0

① 個別積み上げ計上分

数量 単位 単価(税抜) 金額(税抜)

2 枚 3,000 6,000

2 個 2,000 4,000

小計 10,000

② 経費率計上分

労務費 安全衛生経費率

2,663,360 1.55% 51,28241,282

1. 法定福利費明細書（現場労働者に関する雇用保険、健康保険、介護保険、厚生年金保険、子ども･子育て拠出金及び子ども･子育て支援金に係る法定の事業主負担額）

2. 建退共掛金明細書（建設業退職金共済制度の掛金）

3. 安全衛生経費明細書（労働安全衛生法等に基づく労働災害防止対策に必要な経費）

名称

金額(税抜)

保護メガネ

防塵マスク

内訳明示経費の明細書 No.012345

金額(税抜)

0

2,663,360

労務費名称

子ども･子育て支援金

厚生年金保険料

介護保険料

健康保険料

雇用保険料

3. 安全衛生経費合計(税抜)

①＋②

工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費の明細書

子ども･子育て拠出金

元請等が証紙等購入

料率 金額(税抜)

1.050% 27,965

4.925% 131,170

0.810% 21,573

9.150% 243,697

0.360% 9,588 1. 法定福利費合計(税抜)

0.115% 3,063 437,056

単価(円/人･日) 充当日数(人･日) 2. 建退共掛金合計(税抜)

320 TRUE 0

① 個別積み上げ計上分

数量 単位 単価(税抜) 金額(税抜)

2 枚 3,000 6,000

2 個 2,000 4,000

小計 10,000

② 経費率計上分

労務費 安全衛生経費率

2,663,360 1.55% 51,28241,282

1. 法定福利費明細書（現場労働者に関する雇用保険、健康保険、介護保険、厚生年金保険、子ども･子育て拠出金及び子ども･子育て支援金に係る法定の事業主負担額）

2. 建退共掛金明細書（建設業退職金共済制度の掛金）

3. 安全衛生経費明細書（労働安全衛生法等に基づく労働災害防止対策に必要な経費）

名称

金額(税抜)

保護メガネ

防塵マスク

内訳明示経費の明細書 No.012345

金額(税抜)

0

2,663,360

労務費名称

子ども･子育て支援金

厚生年金保険料

介護保険料

健康保険料

雇用保険料

3. 安全衛生経費合計(税抜)

①＋②

工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費の明細書

子ども･子育て拠出金

元請等が証紙等購入

⑤明示経費シートの書き方 その１

法定福利費合計は、③工事費内訳シートの労務費合計×保険料率により算出され、見

積書（鑑）および③工事費内訳シートに反映されます。

⑤明示経費

参考）各保険料率URL

・雇用保険料率（厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/001692566.pdf

・健康保険料率（協会けんぽ） https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/premium_prefectures/r08/index.html

・介護保険料率（協会けんぽ） https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/002/index.html

・厚生年金保険料率（日本年金機構） https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo/ryogaku/ryogakuhyo/index.html

・子ども・子育て拠出金率（日本年金機構） https://www.nenkin.go.jp/oshirase/taisetu/2020/202005/20200514.html

・子ども・子育て支援金率（協会けんぽ） https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/003/index.html

建退共掛金合計は、掛金単価×充当日数により算出され、見積書（鑑）および③工事

費内訳シートに反映されます。

チェックを入れると金額が０になります。
充当日数を入力する場合は、チェックを外してください。

⑤明示経費

https://www.mhlw.go.jp/content/001692566.pdf
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/premium_prefectures/r08/index.html
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/002/index.html
https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo/ryogaku/ryogakuhyo/index.html
https://www.nenkin.go.jp/oshirase/taisetu/2020/202005/20200514.html
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/about/business/insurance_rate/003/index.html
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料率 金額(税抜)

1.050% 27,965

4.925% 131,170

0.810% 21,573

9.150% 243,697

0.360% 9,588 1. 法定福利費合計(税抜)

0.115% 3,063 437,056

単価(円/人･日) 充当日数(人･日) 2. 建退共掛金合計(税抜)

320 TRUE 0

① 個別積み上げ計上分

数量 単位 単価(税抜) 金額(税抜)

2 枚 3,000 6,000

2 個 2,000 4,000

小計 10,000

② 経費率計上分

労務費 安全衛生経費率

2,663,360 1.55% 51,28241,282

1. 法定福利費明細書（現場労働者に関する雇用保険、健康保険、介護保険、厚生年金保険、子ども･子育て拠出金及び子ども･子育て支援金に係る法定の事業主負担額）

2. 建退共掛金明細書（建設業退職金共済制度の掛金）

3. 安全衛生経費明細書（労働安全衛生法等に基づく労働災害防止対策に必要な経費）

名称

金額(税抜)

保護メガネ

防塵マスク

内訳明示経費の明細書 No.012345

金額(税抜)

0

2,663,360

労務費名称

子ども･子育て支援金

厚生年金保険料

介護保険料

健康保険料

雇用保険料

3. 安全衛生経費合計(税抜)

①＋②

工事費合計金額(税抜)のうち、建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費の明細書

子ども･子育て拠出金

元請等が証紙等購入

⑤明示経費シートの書き方 その２

安全衛生経費合計は、個別積上げ計上分＋経費率計上分により算出され、見積書

（鑑）および③工事費内訳シートに反映されます。

③工事費内訳シートの労務費合計を参照しています。

労務費×安全衛生経費率＝金額

参考)安全衛生経費率シートの自社の安全衛生経費率を参照しています。

※当該現場の特性上必要となる安全衛生経費を計上します。

⑤明示経費
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自社の安全衛生経費率の算出表 2026年7月8日

１．算出条件 株式会社 ○○建設

15 人

20 人

30,000 円/人･日

240 日

２．自社の年間安全衛生経費

区分 備考
単価

(税抜)

単価/人･年

(税抜)
人数

金額

(税抜)
算出方法

耐用年数3年 4,000 1,333 15 20,000 単価÷耐用年数×ⓐ技能者数

耐用年数3年 20,000 6,667 15 100,000 　〃

交換頻度年1回 1,000 1,000 15 15,000 単価×交換頻度×ⓐ技能者数

交換頻度年2回 8,000 16,000 15 240,000 　〃

交換頻度年1回 10,000 10,000 15 150,000 　〃

交換頻度3年に1回 14,000 4,667 15 70,000 　〃

交換頻度3年に1回 12,000 4,000 15 60,000 　〃

交換頻度2年に1回 6,000 3,000 15 45,000 　〃

サーマバンド、耐用年数2年 5,000 2,500 15 37,500 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

年間購入数3本 6,500 19,500 ― 19,500 単価×年間購入数

年間購入数3箱 20,000 60,000 ― 60,000 　〃

１人当り年間費用 1,000 1,000 15 15,000 １人当り年間費用×ⓐ技能者数

受診頻度年に1回 5,500 5,500 7 38,500 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度年に1回 10,500 10,500 8 84,000 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度3年に1回 3,500 1,167 15 17,500 単価×受診頻度×ⓐ技能者数

受診頻度6ヶ月毎 3,500 7,000 15 105,000 　〃

単価は年間総費用 100,000 5,000 15 75,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

8,500 8,500 1 8,500 単価×対象人数（直接入力）

8,500 8,500 1 8,500 　〃

22,500 22,500 1 22,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う作業の業務に係る特別教育 8,500 8,500 1 8,500 　〃

15,000 15,000 1 15,000 　〃

100,000 100,000 1 100,000 　〃

単価は年間総費用 120,000 120,000 ― 120,000

5,000 5,000 1 5,000 単価×対象人数（直接入力）

単価は年間更新料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間利用料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間総費用 240,000 12,000 15 180,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

1,669,500

３．自社の年間安全衛生経費率 

111,300円

7,200,000円

1.55% 

ストレスチェック（システム利用料＋認証装置＋レポート）

CCUS更新料

建設工事に従事する労働者に対する安全衛生教育

職長・安全衛生責任者教育

ⓔ 自社の年間安全衛生経費合計(税抜)

新入社員研修（受入教育、マナー研修、資格取得等）

 ⓒ 1人日当たりの技能者の労務費

 ⓑ 従業員総数

 ⓐ 技能者数

危険予知訓練（KYT）

空調服（上下1セット）

作業着（上下1セット）

溶接ヒューム健診（アーク溶接作業者）

じん肺健診（粉塵作業者）

法定健診（34歳以下）

名称

暑熱リスク把握用ウェアラブル端末

 ⓓ 年間勤務日数

安全パトロール

安全書類関係

衛生

CCUS登録料

安全パトロール経費（交通費、宿泊費、レンタカー代など）

粉じん作業特別教育

足場の組立て等特別教育

産業医委託料

グリーンサイト（システム利用料）

酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育

アーク溶接等の業務に係る特別教育

分類

安全衛生保護具

安全衛生対策品

健康管理

トラチョッキ

生活習慣病予防健診※協会けんぽ（35歳以上、会社負担分）

空調服（機器）

フルハーネス・安全帯

自社の安全衛生経費率 技能者1人あたりの年間安全衛生経費 ÷ 技能者1人あたりの年収

ⓔ自社の年間安全衛生経費合計(税抜) ÷ ⓐ技能者数

ⓒ1人日当たりの技能者の労務費 × ⓓ年間勤務日数
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安全教育

（資格・講習）

技能者1人あたりの年間安全衛生経費(税抜)

技能者1人あたりの年収

ヘルメット

熱中症対策品（水、ポカリ・飴・・）

油吸着シート

消火器

安全靴

防寒着（上下1セット）

メンタルヘルス

参考)安全衛生経費率シートの書き方

参考)安全衛生経費率シートでは、年間の安全衛生経費および労務費を基に、安全衛

生経費率を算出します。

参考)安全衛生経費率 ※本シートは、必ずしも見積書に添付するものではな

く、安全衛生経費率の算定を目的としたシートです。

なお、安全衛生経費率の算定過程を示す資料として

活用できます。

自社の安全衛生経費率の算出表 2026年7月8日

１．算出条件 株式会社 ○○建設

15 人

20 人

30,000 円/人･日

240 日

２．自社の年間安全衛生経費

区分 備考
単価

(税抜)

単価/人･年

(税抜)
人数

金額

(税抜)
算出方法

耐用年数3年 4,000 1,333 15 20,000 単価÷耐用年数×ⓐ技能者数

耐用年数3年 20,000 6,667 15 100,000 　〃

交換頻度年1回 1,000 1,000 15 15,000 単価×交換頻度×ⓐ技能者数

交換頻度年2回 8,000 16,000 15 240,000 　〃

交換頻度年1回 10,000 10,000 15 150,000 　〃

交換頻度3年に1回 14,000 4,667 15 70,000 　〃

交換頻度3年に1回 12,000 4,000 15 60,000 　〃

交換頻度2年に1回 6,000 3,000 15 45,000 　〃

サーマバンド、耐用年数2年 5,000 2,500 15 37,500 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

年間購入数3本 6,500 19,500 ― 19,500 単価×年間購入数

年間購入数3箱 20,000 60,000 ― 60,000 　〃

１人当り年間費用 1,000 1,000 15 15,000 １人当り年間費用×ⓐ技能者数

受診頻度年に1回 5,500 5,500 7 38,500 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度年に1回 10,500 10,500 8 84,000 単価×受診頻度×対象人数（直接入力）

受診頻度3年に1回 3,500 1,167 15 17,500 単価×受診頻度×ⓐ技能者数

受診頻度6ヶ月毎 3,500 7,000 15 105,000 　〃

単価は年間総費用 100,000 5,000 15 75,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

8,500 8,500 1 8,500 単価×対象人数（直接入力）

8,500 8,500 1 8,500 　〃

22,500 22,500 1 22,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

8,500 8,500 1 8,500 　〃

墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う作業の業務に係る特別教育 8,500 8,500 1 8,500 　〃

15,000 15,000 1 15,000 　〃

100,000 100,000 1 100,000 　〃

単価は年間総費用 120,000 120,000 ― 120,000

5,000 5,000 1 5,000 単価×対象人数（直接入力）

単価は年間更新料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間利用料 12,000 12,000 1 12,000

単価は年間総費用 240,000 12,000 15 180,000 単価÷ⓑ従業員総数×ⓐ技能者数

1,669,500

３．自社の年間安全衛生経費率 

111,300円

7,200,000円

1.55% 

ストレスチェック（システム利用料＋認証装置＋レポート）

CCUS更新料

建設工事に従事する労働者に対する安全衛生教育

職長・安全衛生責任者教育

ⓔ 自社の年間安全衛生経費合計(税抜)

新入社員研修（受入教育、マナー研修、資格取得等）

 ⓒ 1人日当たりの技能者の労務費

 ⓑ 従業員総数

 ⓐ 技能者数

危険予知訓練（KYT）

空調服（上下1セット）

作業着（上下1セット）

溶接ヒューム健診（アーク溶接作業者）

じん肺健診（粉塵作業者）

法定健診（34歳以下）

名称

暑熱リスク把握用ウェアラブル端末

 ⓓ 年間勤務日数

安全パトロール

安全書類関係

衛生

CCUS登録料

安全パトロール経費（交通費、宿泊費、レンタカー代など）

粉じん作業特別教育

足場の組立て等特別教育

産業医委託料

グリーンサイト（システム利用料）

酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育

アーク溶接等の業務に係る特別教育

分類

安全衛生保護具

安全衛生対策品

健康管理

トラチョッキ

生活習慣病予防健診※協会けんぽ（35歳以上、会社負担分）

空調服（機器）

フルハーネス・安全帯

自社の安全衛生経費率 技能者1人あたりの年間安全衛生経費 ÷ 技能者1人あたりの年収

ⓔ自社の年間安全衛生経費合計(税抜) ÷ ⓐ技能者数

ⓒ1人日当たりの技能者の労務費 × ⓓ年間勤務日数

個

々

の

技

能

者

に

係

る

も

の

全

現

場

に

係

る

も

の

（

安

全

教

育

費

　

　

　

　

　

安

全

衛

生

パ

ト

ロ

ー

ル

な

ど

）

安全教育

（資格・講習）

技能者1人あたりの年間安全衛生経費(税抜)

技能者1人あたりの年収

ヘルメット

熱中症対策品（水、ポカリ・飴・・）

油吸着シート

消火器

安全靴

防寒着（上下1セット）

メンタルヘルス



圧入工事の標準見積書様式の更新履歴

2026年９月１日初版公表

2026年９月10日改訂
・法定福利費に「子ども・子育て支援金」を追加
・金額および率等の算出において端数処理（四捨五入）を適用
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